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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン-2、-4、-7、-21を含む多くのインターロイキン受容体の重要なシグナル伝達成分であり、共通ガンマ鎖と呼ばれています。この遺伝子の変異は、X連鎖重症複合免疫不全症（XSCID）だけでなく、より軽度の免疫不全疾患であるX連鎖複合免疫不全症（XCID）も引き起こします。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Jurkat（1）およびMOLT4（2）細胞溶解物に対するCD132マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	CD132 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

